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論　　文　　の　　要　　旨
（1）日本各地の降水量の主な気候的特徴とその地域差の実態を明らかにするために，全国の1609観
　測所の平年値資料によって，量を含めた月降水量年変化型のクラスター分析による客観的伺能率
　的な分類と，大雨の状況によって，まず，均質な91地域に全国を区分した。これを第3次区分と
　呼ぶ。次にヨその地域平均降水量の年変化型を再びクラスター分析して得た主分類と，年変化の
　定性的な型による副分類によって，類似地域を合併1編成して，第2次区分を確定した。さらに，
　年変化型の広域に共通な特徴と年降水量によって，第2次区分地域を合併1編成して，第1次区
　分を確定した。この結果は4種5地域になった。
（2）各区分地域の降水量の気候的特性は，従来の諸研究で行なわれている記述的表現にとどまらず，
　多数の「地域の気候表」④「地域の気候図」によって，量的・具体的に表現した。またうこれらの
　図と表にもとずき，冬季降水，梅雨，秋雨及び夏雨（台風を含む）の有無，顕著さ及び発現時期
　の地域差を明らかにした。特に，大雨の状況は，確率的に明確な意味を持つ，再現期間20年の24
　時問降水量で表現した。
（3）4種5地域は次の通りである。
　　日本海側地域：年変化型は，冬に極大がある。
　　南側海洋地域：年変化型の特殊型。伊豆諸島地域（10月極大の秋雨）と南西諸島（516月梅
　雨）からな’る。
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　　東日本地域：北海道1東北1関東の大部分と長野県を含む。
　　中西部日本地域：ほぼ中部地方以西。
　　各型はさらに，年降水量によってラ副区分し，14型，32地域となった。
（4）かなり離れた場所でも，月降水量変化が類似した地域があることが明らかになった。例えば次
　の通りである。吉野川沿いと白河（5）1上野（4）地域。紀伊半島山地と箱根山（6）1日光（4）地域。高地
　県山地と尾鷲（2）1背振山（2）地域。徳島県山地と日光（4）地域。中部地方山地と高地（卜宿毛（7）地域。
　（括弧内は雨量観測所数を示す。）これらは降雨をもたらす気流と地形との関係が類似しているた
　めと考えられ極めて興味がある。
審　　査　　の　　要　　旨
　本研究は，気候学的地域区分に対するクラスター分析の応用の手法について，従来の諸研究より
もヨ単純で明確な分類基準を用い，十分な成果を得た。すなわち，多数地点で良質の平均値が得ら
れる月降水量を採用しうそのヨ量を含めた年変化型の分類を，電算機によるクラスター分析で客観
的能率的に実施し，その分類結果による地域区分を基本とした。これが第1の本研究の特色である。
　次は，降水量の地域特性をヨ地域区分の結果と，各区分地域の降水量の諸数値，及び月降水量変
化の特徴が示す梅雨1秋雨1夏雨1冬期季節風降水の顕著さ1発現時期等により，明らかにした点
が大きな成果である。
　第3の成果は，雨季別の地域特性を明らかにした。すなわち，各雨季別に，降水量の多少1発現
地域1発現時期等を表わす多数の図を作成1提示し，地域特性を記述した。これは気候学ばかりで
なく気候誌における大きな貢献と評価できる。
　成果のひとつである月降水量変化の地域代表性（局地性）の大小と地形との関係を明らかにし，
平野画内海1沿岸で地域が広く，山地で狭いこと，また，遠隔地でも降雨をもたらす気流に対する
地形が類似ならば，同じ型が現われていることを指摘した点は，局地気候学の立場からも注目に値
する結果といえよう。
　以上の理由により、本論文には高い評価を与えて差支えない。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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